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ご使用方法

①抽出が完了すると”ピーッ”と音が鳴ります。
 
②本体から『コーヒーサーバー』を取り出し、コーヒーを
　カップに注ぎます。【図.6】

コーヒーを抽出する4.

①『ブリューイングコンテナ』のフチを本体の溝に
　合わせ、レバーを右に回します。【図.3】
　(正しくセットされると青く光り、”ピッ”と音が鳴ります。)

②『汚れ受けマット・プレート』と『コーヒーサーバー』を
　本体にセットします。【図.4】

①電源プラグをコンセントに差し込みます。

②『操作ボタン』を押します。【図.5】

本体にセットする3.

【図.4】

コーヒーをカップに注ぐ5.

( ホットコーヒーの作り方 つづき )

コーヒー豆から粗挽きで抽出する場合

コーヒー豆から細挽きで抽出する場合

『粉』ボタンを”ピッ”と音が鳴るまで2秒以上
長押しします。

コーヒー粉から抽出する場合

【図.6】

ピッ！

【図.5】

※抽出をストップさせる場合は、もう一度操作ボタンを長押しして
　ください。
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【図.3】

コーヒーの抽出が完了しても、ブリューイングコンテナにお湯が
残っている場合がありますので、やけどにご注意ください。
本製品に保温機能はありません。ホットコーヒーを作る場合は、
『コーヒーサーバー』をお湯で温めておくと冷めにくくなります。

※

※

『細挽き』ボタンを”ピッ”と音が鳴るまで2秒
以上長押しします。

『粗挽き』ボタンを”ピッ”と音が鳴るまで2秒
以上長押しします。

①『コーヒーサーバー』に抽出したい量の水を入れます。 ②『給水タンク』のフタを開け、①の水を入れます。【図.1】

『給水タンク』に水を入れる1.

①『計量スプーン』でコーヒー豆を計量します。

②『ブリューイングコンテナ』にコーヒー豆を入れ、
　『カッター付きシリコンキャップ』でフタをします。　
　【図.2】

コーヒー豆・コーヒー粉を入れる2.

【図.1】

【図.2】

ご使用方法  ( ホットコーヒーの作り方 )

ご使用の前に  

①『ブリューイングコンテナ』と『コーヒーサーバー』を取り外し、水洗いします。
②『給水タンク』のフタを開け、MAXの表示まで水を入れます。
③『給水タンク』のフタを閉め、『ブリューイングコンテナ』、『汚れ受けマット・プレート』、『コーヒーサーバー』をセットします。
　(正しくセットされると青く光り、”ピッ”と音が鳴ります。)
④『粉ボタン』を”ピッ”と音が鳴るまで2秒以上長押しし、水だけで抽出します。
⑤”ピーピーピー”と音が鳴り、抽出が終了したのを確認し、コーヒーサーバーのお湯を捨て、水ですすぎます。

初めてご使用する場合やしばらく使っていなかった場合は、本体内部にほこりやゴミなどが付着している
可能性があります。以下の手順で本体内部の洗浄をしてから使用してください。

■ コーヒー豆・コーヒー粉・水の量の目安 ■

※豆の種類やお好みに合わせて量を加減してください。
※コーヒー豆・粉は13g以上入れないでください。故障の原因になります。 
※アイスコーヒー用の豆は油分が多く、細挽きではドリップしにくいので、粗挽きでおこなってください。

※本製品に保温機能はありません。ホットコーヒーを作る場合は、『コーヒーサーバー』をお湯で温めて
　おくと冷めにくくなります。

ホットコーヒー（1杯分）

ホットコーヒー（2杯分）

アイスコーヒー（2杯分）

ホットコーヒー（1杯分）

ホットコーヒー（2杯分）

計量スプーン1.5杯（すりきり）／ 約9g 

計量スプーン2杯（山盛り）／ 約13g 

計量スプーン2杯（すりきり）／ 約10g 

約150ml

約300ml

約150ml

約300ml

約120ml

約100ml

約260ml

粗挽き／細挽き

粗挽き／細挽き

粉

粉

粗挽き

コーヒー豆・粉の量 水の量操作ボタンカップ数豆・粉 出来上がり量

豆

粉

約200～250ml
（氷の溶け方によります）（アイスコーヒー用の豆を使用した場合）

計量スプーン2杯（すりきり）／ 約10g 約120ml 約200～250ml
（氷の溶け方によります）（アイスコーヒー用の粉を使用した場合）

約100ml

約270ml
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『給水タンク』に水を入れるときは、直接水道の蛇口から入れ
ないでください。『コーヒーサーバー』か市販のやかんなどを使い、
本体に水がかからないようご注意ください。
MAX目盛り以上の水は入れないでください。吹きこぼれの
原因になります。
『給水タンク』に入れた水は１回の抽出で全て使用されますので、
お飲みになるコーヒーの量に応じて水を入れてください。

※

※

※

コーヒー粉を使用する場合はフィルター保護カバーを外してくだ
さい。

※

※コーヒー豆の量はp.4「コーヒー豆・コーヒー粉・水の量の目安」を
　参照してください。

アイスコーヒー（2杯分） 粉

計量スプーン1.5杯（すりきり）／ 約9g 

計量スプーン2杯（山盛り）／ 約13g 



安全にお使いいただくために

2

※誤った使用方法で発生するすべての事柄に対して、弊社は一切の責任を
　負いかねます。ご了承ください。

●使用中、プラグや電源コードが異常に熱くなったり、本体から煙や異常なにおいが出るようなときは、直ちに使用を中止して、
　弊社お客様サービスセンターにお問い合わせください。 
　*傷んだプラグやコードは絶対に交換、分解、修理、改造をしないでください。感電、ショート、発火の原因になります。
●分解・改造は絶対にしないでください。*感電、ショート、発火の原因になります。
●交流100V、定格15A以上で使用してください。（交流100V以外では使用しないでください。） *火災・感電の原因になります。  
●電源プラグはコンセントに正しくしっかりと奥まで差し込んでください。 *感電・ショート・発火の原因になります。
●コンセント部分に水や埃などがかからないようにしてください。 *感電・ショートの可能性があります。
●子供だけで使用させたり、幼児の手の届くところに置かないでください。 *やけど・感電・ケガを負う可能性があります。
●電源コードに対して以下の行為はしないでください。
　•曲げる •ねじる •引っ張る •束ねたまま使用する •何かを上に載せる •加工する  *感電・ショート・発火の原因になります。
●コーヒーサーバー、ブリューイングコンテナをセットしない状態で使用しないでください。 *やけど・ケガ・故障の原因になります。
●カッターの刃に触れないでください。*ケガの原因になります。

警 告 この表示は、内容を無視し間違った取り扱いをすると、
死亡や重傷を負う危険性の高い内容を示しています。

●不安定な場所や熱に弱い敷物の上で使用しないでください。 *火災の原因になります。
●使用時以外は電源プラグはコンセントから抜いてください。 *ケガややけど、漏電の原因になります。
●使用中や使用後は、本体が冷めるまでは素手で触らず、”鍋つかみ”などをお使いください。 *やけどの原因になります。
●抽出中にブリューイングコンテナやコーヒーサーバーに触らないでください。*やけどの原因になります。
●空焚きしないでください。*故障・やけどの原因になります。
●家具や壁、燃えやすいものの近くで使用しないでください。 *熱気や蒸気でやけどや対物的に損害を与える原因になります。
●お手入れは本体が十分冷めてからおこなってください。*抽出後は高温なので、やけどの原因になります。
●水以外のものを入れたり沸かしたりしないでください。*故障・焦げつきの原因になります。
●連続で抽出する場合は、電源を切った状態で５分以上休ませた後で抽出してください。*本体が熱いうちに給水タンクに水を
　入れたり、本体を動かすとやけどの原因になります。
●水以外のものを入れたり沸かしたりしないでください。*故障・焦げつきの原因になります。
●屋外や水気の多い場所では使用しないでください。 *感電・ショート・製品故障の原因になります。
●直射日光のあたる場所では使用しないでください。 *発火・製品故障の原因になります。
●コーヒーサーバーは直火にかけないでください。 *ガラスが割れたり、取っ手が変形する可能性があります。
●コーヒー豆・粉以外のものを入れないでください。 *製品故障の原因になります。
●ミネラルウォーターやアルカリイオン水を使用した場合は掃除をこまめにしてください。 *本体内部にカルシウム分が付着
　しやすくなったり、本体内部のパイプをふさいだり、蒸気口を塞ぎ故障の原因になります。
●使用後は、電源を切って電源プラグを抜き、本体が冷めたことを十分に確認したうえでお手入れをし、収納してください。 
　*やけどの原因になります。
●お手入れにベンジン・シンナー系の溶剤は使用しないでください。また、みがき粉・金属たわしを使用しないでください。 
　*製品の変色・変形・故障・傷の原因になります。
●使用後の保管は、お子様の手の届く場所で保管しないでください。 *思わぬ事故・ケガの原因になります。
●誤った使用方法で取り扱わないでください。
●コーヒーの抽出目的以外では使用しないでください。
●製品を落としたり、ぶつけたり等の強い衝撃を与えないでください。*製品故障・ガラス割れや傷の原因になります。
●製品に異常が発生した場合は、ただちに使用を中止してください。

注 意 この表示は、内容を無視すると対人的に障害を負ったり、
対物的に損害の発生が想定される内容を示しています。

ご使用の前に必ずお読みください。
●本製品は家庭用製品です。業務用ではありません。
●この説明書には、ご使用になる方やその周辺にいる方々や物への危害や損害を未然に防ぐためのお守りいただきたい
　事項を記載しています。製品を安全にご使用いただくために内容を十分にご理解いただきますようお願いいたします。

各部名称・セット内容

●計量スプーン

●粗挽き：コーヒー豆から粗挽きでドリップする
　　　　 アイスコーヒーを作る
●細挽き：コーヒー豆から細挽きでドリップする
●粉：コーヒー粉からドリップする

●蒸気口

●給水タンク

●パッキン大

●パッキン小

●レバー

●カッター付き
　シリコンキャップ

●フィルター
　保護カバー

●メッシュフィルター

●ブリューイングコンテナ

コーヒーサーバー

付属品

操作ボタン汚れ受けマット・プレート

本 体

約200mℓ
約150mℓ
アイスコーヒー用（約120mℓ）
約100mℓ

＜セット後＞

＜セット前＞

目盛りに合わせた水の量の目安です。

セットする

●コーヒーサーバー ●メッシュフィルター ●計量スプーン

■消耗部品
※下記に記載されているのは消耗部品です。
　自然摩耗または自然劣化していることに起因して故障が
　発生した場合、保証の対象外となります。
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ブリューイングコンテナ

※初めからセット
　されています。



※コーヒー豆・粉・水の量はお好み応じて調整してください。
※連続で抽出する場合は、電源を切った状態で５分以上休ませた後で抽出してください。
※お手入れする場合は、電源プラグをコンセントから抜き、本体が十分冷めたことを確認してから
　おこなってください。

氷入りのサーバーにコーヒーを抽出する4.
①電源プラグをコンセントに差し込みます。

②『操作ボタン』を押します。【図.12】

①抽出が完了すると”ピーッ”と音が鳴ります。
 
②本体から『コーヒーサーバー』を取り出し、氷を入れた
　グラスに注ぎます。【図.13】

コーヒーをグラスに注ぐ5.

ご使用方法 (アイスコーヒーの作り方 )

Point !

●氷で薄くなるので、ホットコーヒーより濃くなるよう抽出して
　ください。
   (p.4「コーヒー豆・コーヒー粉・水の量の目安」参照)

【図.13】

ピッ！

【図.12】

※抽出をストップさせる場合は、もう一度操作ボタンを長押しして
　ください。

●水はサーバーのアイスコーヒーの目盛り『アイス』に
　合わせた量を入れてください。
●サーバーに氷を入れてから本体にセットしてください。【図.7】

●アイスコーヒー用の豆を使用してください。 【図.7】

(氷を入れていない状態で)
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①『ブリューイングコンテナ』のフチを本体の溝に
　合わせ、レバーを右に回します。【図.10】
　(正しくセットされると青く光り、”ピッ”と音が鳴ります。)

②『汚れ受けマット・プレート』と氷を入れた『コーヒー
　サーバー』を本体にセットします。【図.11】

本体にセットする3.

【図.11】

【図.10】

①『コーヒーサーバー』に『アイス』の目盛りまで水を
　入れます。
 
②『給水タンク』のフタを開け、①の水を入れます。【図.8】

『給水タンク』に水を入れる1.

①『計量スプーン』でコーヒー豆を計量します。

②『ブリューイングコンテナ』にコーヒー豆を入れ、
　『カッター付きシリコンキャップ』でフタをします。　
　【図.9】

コーヒー豆・コーヒー粉を入れる2.

【図.8】

【図.9】

『給水タンク』に水を入れるときは、直接水道の蛇口から入れ
ないでください。『コーヒーサーバー』か市販のやかんなどを使い、
本体に水がかからないようご注意ください。

※

※コーヒー豆の量はp.4「コーヒー豆・コーヒー粉・水の量の目安」を
　参照してください。

コーヒー粉を使用する場合はフィルター保護カバーを外して
ください。

※

コーヒー豆から抽出する場合

『粉』ボタンを”ピッ”と音が鳴るまで2秒以上
長押しします。

コーヒー粉から抽出する場合

『粗挽き』ボタンを”ピッ”と音が鳴るまで2秒
以上長押しします。

※コーヒーの抽出が完了しても、ブリューイングコンテナにお湯が
　残っている場合がありますので、やけどにご注意ください。



本体の汚れがひどいときは、固く絞ったぬれ布巾などで汚れを拭き取ってください。

お手入れ方法

各部のお手入れの方法

※電源プラグがコンセントから外れているか確認してください。
※食器洗い機は使用しないでください。

『給水タンク』に水が残っている場合は『ブリューイングコンテナ』
と『コーヒーサーバー』を本体にセットし、『粉ボタン』を押して水を
抜いてください。『給水タンク』の水がなくなったら、電源ブラグを
コンセントから抜いてください。

本体内部や『給水タンク』の水アカなどの汚れは、クエン酸洗浄をおこなってください。
クエン酸を溶かした水(水250mlにクエン酸6g程度)を『給水タンク』に入れ、『ブリューイング
コンテナ』と『コーヒーサーバー』を本体にセットし、『粉ボタン』を押します。クエン酸洗浄が終わっ
たら、匂いを取るため、水のみでの抽出を３～４回繰り返してください。

『ブリューイングコンテナ』は『メッシュフィルター』『フィルター保護カバー』『カッター付きシリコン
キャップ』『パッキン大・小』に分解できます。(p.3 「各部名称」参照) それぞれをお使いになるたびに
必ず台所食用洗剤を使って洗い、しっかりと洗い流して、乾燥させてください。

収納

『コーヒーサーバー』『汚れ受けマット・プレート』は水洗いできます。しっかりと洗い流して、乾燥させ
てください。
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⑶『コーヒーサーバー』・『汚れ受けマット・プレート』

⑵『本体』

⑴『ブリューイングコンテナ』

使用後の『カッター付きシリコンキャップ』は大変熱くなるので
特にご注意ください。【図.14】

※本体が十分冷めていることを確認してください。 『カッター付きシリコンキャップ』
金属部分が熱くなります

●

●

『カッター付きシリコンキャップ』を洗う場合はカッターの刃でケガをしないよう、ご注意ください。また、
つけ置き洗いをしないでください。カッターの可動部が腐食したり錆びて故障の原因になります。
抽出済みのコーヒー豆・コーヒー粉は『ブリューイングコンテナ』に放置せず、早めにお手入れしてく
ださい。そのまま放置すると、カビや雑菌が繁殖する原因になります。

※

※

※

●

●

※
※

●

※
※

本体を逆さまにして水を抜かないでください。本体内部に水が入り、
故障の原因になります。余った水は横から出してください。【図.15】

本体は、水洗いできません。水をかけたり、丸洗いしないでください。
お手入れにベンジン、シンナー系の溶剤や、研磨剤入りの洗浄剤は使用しないでください。 製品の変色、
変形、故障の原因になります。

金属製・ナイロン製のたわし等は傷がつくので絶対に使用しないでください。
洗浄中、割れてしまわないよう取り扱いにご注意ください。

お手入れ後、湿気の少なく直射日光に当たらないところに保管してください。●
※使用後の保管は、お子様の手の届く場所で保管しないでください。 思わぬ事故、ケガの原因になります。

【図.14】

【図.15】

故障かな？と思ったら
■修理を依頼される前にご確認ください
●下記の場合、故障ではなく再確認いただくことで、問題が解消する場合があります。
●それでも問題が解消しない場合は、ただちに使用を中止しコンセントから電源プラグを抜いてください。
　安全を確認したうえでお買上げになった店舗、または発売元にご相談ください。
●ご家庭での修理、分解は絶対におこなわないでください。

フィルターがメッシュタイプのため、紙フィルターに比べると目が粗く、抽出されたコーヒーに
コーヒーの粉が混ざることがあります。

コンセントの差し込みがゆるくなって
きていませんか？

製品本体または、コンセントに問題があります。 
使用を中止し、お買い上げ店または当社サービス
センターまでご相談ください。

給水タンクが空の状態ではありませんか？
給水タンクが空の状態だと空焚き防止機能が
働き、自動で動作が止まります。本体が冷めるまで
5分程待ち、『粉ボタン』でドリップしてください。

電源プラグがコンセントに差し込まれて
いますか？

電源プラグをコンセントに正しく差し込んでくだ
さい。

電源が入らない

熱くならない

コーヒーが粉っぽい

電源プラグが異常に熱い

ドリップが開始しない

初めてのご使用ですか？ 生産時に必要な油分が加熱されて煙が出る場合が
あります。使用開始後、短時間で解消されます。

煙が出る

長期間不使用の状態ではありません
でしたか？

使用開始後、短時間で解消されます。解消しない
場合は使用を中止し、お買い上げ店または当社
サービスセンターまでご相談ください。

問題事例 再確認するところ 問題解消の方法

コーヒー豆・粉を増やす( Max13g )、水の量を減らす、深煎りのコーヒー豆を使用するなど
お好みで濃さを調整してください。コーヒーが薄い
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保証書

〈 キリトリ 〉〈 キリトリ 〉

〈 キリトリ 〉

全自動コーヒーメーカー CF-01KK-00544

※この保証書は販売店様の日付けの入ったレシートまたは領収書がなければ無効となります。

お買い上げ日より : 1年間

店 舗 印

（もしくは押印）

当製品の保証書にご記入されたお客様の個人情報は、修理・交換後の製品発送のみ使用し、
それ以外に使用したり、第三者に提供することは一切ございません。

【製品コード】 【製品名】

取扱説明書の注意書きに従った正常な使用状態で故障及び損傷した場合には、当社が無料保証
いたします。お買い上げの販売店にご依頼ください。
保証期間内に故障した場合には、製品と本書をご持参・ご提示の上、お買い上げの販売店にご依頼
ください。
保証期間内でも次の場合には保証対象外になります。
①当社サービスセンター以外による分解・修理及び改造をおこなった場合
②お客様の過失・不注意（使用上の誤り、製品をぶつけたり落下等による強い衝撃を与えるなど）
　による故障及び損傷
③取扱説明書に記載されている消耗部品が自然摩耗または自然劣化していることに起因して
　故障が発生した場合。
④火災・地震・その他の天災事変による故障及び損傷
⑤本書の掲示がない場合
⑥本書にお買い上げ年月日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き換えられた場合
⑦他人へ譲渡した場合
本書は日本国内においてのみ有効となります。
本書は再発行いたしませんので紛失しないように大切に保管してください。

1.

2.

3.

4.
5.
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製品仕様
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製 　 品 　 名
型 　 　 　 番
様 　 　 式
定 格 電 圧
定 格 周 波 数
定格消費電力
温度ヒューズ
最大使用水量
保温装置の有無
本 体 サ イズ
本 体 重 量
電 源 コ ー ド

D-STYLIST 全自動コーヒーメーカー CF-01
9002-PC
ドリップ式
ＡＣ100Ｖ
50／60 Hz
500 Ｗ
216℃
約300mℓ （ 約 カップ2杯分 ）
無
約 W215 × D140 × H305 ｍｍ
約1.6kｇ（ コーヒーサーバー含む ）
約 1 m

※製品改良のため、仕様・外観は予告なしに変更することがあります。

付 属 品

材　　　　質

計量スプーン

本体：ステンレス、PP
ブリューイングコンテナ：PETG
カッター付きシリコンキャップ：ステンレス、耐熱PP、シリコン
メッシュフィルター：ステンレス
フィルター保護カバー：耐熱PP
汚れ受けマット・プレート：シリコン、ステンレス
コーヒーサーバー：ガラス


